
浦安市まちづくり基本条例

令和4年4月1日施行

市民と市、市議会が共有する

まちづくりのルールを定めたものです



2

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

1 まちづくり基本条例とは

まちづくり基本条例ってなに？

●浦安市まちづくり基本条例は、まちづくりの基本原則を明らかにし、まちづくりを推進する

ための基本的な事項を定めたもので、市民と市、市議会が共有するまちづくりのルールとなる

ものです。

どうして「まちづくり基本条例」をつくったの？

●本市はまちを開発する「発展期」から維持・更新していく「成熟期」に移行しつつあり、また、

高齢化の進行により人口構造が大きく変化するなど、大きな転換点を迎え、地域社会が抱える

課題はこれまで以上に多様化・複雑化が進んでいます。

●こうしたなか、活力ある地域社会を形成していくためには市民・市・市議会が連携協力して

まちづくりを進めていくことが必要であることから、まちづくりのルールを明らかにする条例

を制定しました。

「まちづくり基本条例」によって何が変わるの？

●この条例は、具体的な市民参加の手法や個別の政策などを定めるものではないため、直ちに市

民生活が変わるものではありませんが、まちづくりに必要な情報が共有されたり、まちづくり

への参加の機会が確保されたりと、より一層市民の意見がまちづくりに生かされることなどが

期待されます。

「まちづくり基本条例」で「まちづくり」とは何を意味しているの？

●道路や公園、市街地などハード面の整備だけでなく、防災、福祉、環境、教育などソフト面も

含めて、浦安市における公共の福祉を増進するあらゆる取り組みを「まちづくり」とします。

そのため、「まち」を「町」や「街」、「づくり」を「作る」、「造る」や「創る」とさまざまな意味

で捉えられるよう「まちづくり」をひらがなで表記しています。



3

2 まちづくり基本条例の構成

第１章

第 2 章

第 3 章

第 6 章

第 7 章

第 4 章

第 5 章

第 8 章

第 9 章

第10章

●目的（第１条）●条例の位置づけ（第２条）

●用語の定義（第３条）

●まちづくりの基本的な考え方（第４条）

●まちづくりの基本原則（第５条）

●市民の権利（第６条）　●市民の役割（第７条）

●参加（第13条）●連携協力（第14 条）

●情報共有（第10 条）●情報公開（第11条）

●個人情報の保護（第12条）

総則

まちづくりの基本原則

市民の権利及び役割

情報の共有

参加と連携協力

市長の責務（第８条）

議会の責務（第９条）

健全な市政（第15条）

広域連携（第16条）

条例の見直し（第17条）
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3 まちづくり基本条例の考え方

まちづくりの基本的な考え方

まちづくりの基本原則

まちづくりの仕組み

・市民は、まちづくりを担う主体であり、さまざまなまちづくりへの思いを持っている当
事者であることから、まちづくりにあたっては、市民の意思を基に考えていきます。

・市民の意思に基づいてまちづくりを進めていくため、市民は、自分でできることは自
分で、近隣、地域コミュニティ、市民活動団体や事業者など自分たちでできることは
自分たちで考えて実践します。

・市と議会は、個人、近隣、地域コミュニティ、市民活動団体や事業者など、さまざま
な市民が行うまちづくりを尊重した上で、市民で解決できないことについては、十分
に協議をし、同意を経ることを原則として、その取り組みを補完し、支援します。

「まちづくりの基本的な考え方」を踏まえて、まちづくりの進め方を示す３つの基本原則を定め
ています。

「まちづくりの基本原則」を具現化するまちづくりの仕組みを定めています。

情報共有の原則

市民、市及び議会は、それ
ぞれが持つまちづくりに関
する情報を互いに共有し、
活用します。

市民、市及び議会は、市民
の参加により、連携協力し
てまちづくりを進めます。

市及び議会は、二元代表制
の下、市民の信頼に応えな
がら、総合的かつ計画的に
健全な市政を行います。

参加と連携協力の原則 健全な市政の原則

・情報共有

・情報公開

・個人情報の保護

・参加

・連携協力
・健全な市政



市民・市長・議会の３者が

基本原則に基づいて

まちづくりを行います

市 長

市 民

議 会
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4 市民の権利と役割、市長の責務、議会の責務
まちづくりを担う主体は、市民、市、議会などです。この条例では、これらまちづくりを担う

主体の権利や役割・責務を定めています。

市民の権利

・まちづくりに関する情報

を知る権利

・参加する権利

議会の責務

・意思決定機関であり、市民

の意思を市政に反映させ

るよう努めます。

市長の責務

・公正かつ誠実に行政運営

に当たります。

・職員を指揮監督し、その

育成に努めます。

市民の役割

・まちづくりに参加するよう

努めます。

・互いの立場や考えを尊重

し、自らの発言と行動に

責任を持ちます。
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「まちづくりに関する条例」群

制定までの主な取り組み

市では、自治体運営に関す

る条例として、「情報公開条

例」、「個人情報保護条例」、「市

民参加推進条例」を制定し

て、まちづくりを推進してきま

した。また、まちづくり基本

条例の制定に合わせて、市政

に関する条例として、「議会基

本条例」や、「行政基本条例」

等を新たに制定しました。

まちづくり基本条例は、既

存の条例や、これから制定す

る条例を有機的に結び付けて

いくものであり、これらの条

例を総称して「まちづくりに関

する条例」群と捉えています。

さまざまな方法で市民の意見を聴きながら検討を重ねて、条例の制定に取り組んできました。主な
市民参加は次のとおりです。

● 市政に関する市民意識調査

●  市民アンケート（Ｕモニ）

● 浦安まちづくり市民会議

●  （仮称）浦安市まちづくりに関する条例懇話会

●  市民意見提出手続（パブリックコメント）

「まちづくりに

関する条例」群

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

議会基本条例

情報公開条例

市民参加推進条例

行政基本条例

個人情報保護条例

健全な財政運営に関する条例

行政評価条例
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目次

第１章 総則（第 １ 条−第 ３ 条）

第２章 まちづくりの基本原則（第 ４ 条・ 第 ５ 条）

第３章 市民 の権利及び役割 （第 ６ 条・ 第 ７ 条）

第４章 市長 の責務 （第 ８ 条）

第５章 議会 の責務 （第 ９ 条）

第６章 情報の共有 （第 10 条−第 12 条）

第７章 参加と連携協力 （第 13 条・ 第 14 条）

第８章 健全な市政（第 15 条）

第９章 広域連携（第 16 条）

第10章 条例の見直し（第 17 条）

附則

第１章 総則

（目的）

第１条 この条例は、まちづくりの基本原則を明らかにし、まちづくりを推進するための基本的な事項を定める

ことを目的とします。

（条例の位置付け）

第２条 市民、市及び議会は、この条例の趣旨を最大限に尊重します。

２　市及び議会は、浦安市の目指すべきまちの姿を示す基本構想及びそれを実現するための基本計画（以下「総

合計画」という。）その他の計画の策定及び変更並びに他の条例、規則等の制定及び改廃に当たっては、こ

の条例に定める事項との整合性を図ります。

（用語の定義）

第３条 この条例において使用する用語の意義は、次のとおりとします。

(1) 市民　市内に住所を有する者及び市内において働き、学び、又は活動する個人又は団体をいいます。

(2) 市　市長、教育委員会、選挙管理委員会、監査委員及び固定資産評価審査委員会をいいます。

(3) 市政　行政運営及び議会活動をいいます。

(4) まちづくり　浦安市における公共の福祉を増進するあらゆる取組をいいます。

第２章 まちづくりの基本原則

（まちづくりの基本的な考え方）

第４条 まちづくりは、市民の意思に基づいて進められることを基本とします。

２ 市民は、まちづくりを進めるに当たり、自らできることは自ら、自分たちでできることは自分たちで考えて実践し

ます。

３ 市及び議会は、市民の行うまちづくりを尊重した上で、市民との協議及び同意を経ることを原則として、市民

の信頼に基づいて、その取組を補完し、支援します。

（まちづくりの基本原則）

第５条 まちづくりの基本原則は、次に定めるとおりです。

(1) 情報共有の原則　市民、市及び議会は、それぞれが持つまちづくりに関する情報を互いに共有し、活用します。

(2) 参加と連携協力の原則　市民、市及び議会は、市民の参加により、連携協力してまちづくりを進めます。

(3) 健全な市政の原則　市及び議会は、二元代表制の下、市民の信頼に応えながら、総合的かつ計画的に健

全な市政を行います。

第３章 市民の権利及び役割

（市民の権利）

第６条 市民は、まちづくりに関して、次に掲げる権利を有します。

(1) まちづくりに関する情報を知る権利

(2) 参加する権利

浦安市まちづくり基本条例



（市民の役割）

第７条 市民は、まちづくりの主体であることを認識し、参加するよう努めるものとします。

２ 市民は、まちづくりへの参加に当たっては、互いの立場及び考えを尊重するとともに、自らの発言及び行動に

責任を持たなければなりません。

第４章 市長の責務

第８条 市長は、浦安市の代表者として、その地位が市民からの負託によるものであることを認識し、公正かつ

誠実に行政運営に当たるとともに、職員を指揮監督し、その育成に努めなければなりません。

第５章 議会の責務

第９条 議会は、直接選挙によって選ばれた代表者である議員によって構成される意思決定機関であり、市民の

意思を市政に反映させるよう努めなければなりません。

第６章 情報の共有

（情報共有）

第１０条 市及び議会は、まちづくりに関する情報を適切かつ分かりやすい形で市民に提供し、市民との情報の

共有に努めます。

２ 市民は、まちづくりに関する関心を高め、まちづくりに関する情報の収集及び相互の共有に努めます。

（情報公開）

第１１条 市及び議会は、市民のまちづくりに関する情報を知る権利を保障するとともに、市民のまちづくりへの

参加を促進するため、公文書の管理及び開示を適正に行います。

（個人情報の保護）

第１２条 市及び議会は、個人情報の保護を図るため、個人情報の収集、利用、提供及び管理を適正に行います。

第７章 参加と連携協力

（参加）

第１３条 市及び議会は、まちづくりに関して、市民の参加する権利を保障するとともに、参加を促進し、支援します。

（連携協力）

第１４条 市民は、互いの自発性及び自主性を尊重しつつ、必要に応じて相互に補完しながら、連携協力してま

ちづくりを進めるよう努めます。

２ 市民、市及び議会は、適切な役割分担の下、果たすべき役割と責務を自覚し、それぞれの特性をいかしながら、

連携協力してまちづくりを進めます。

第８章 健全な市政

第１５条 市長は、広く市民の参加を求め、浦安市の最上位計画として総合計画を策定し、市は、これに基づい

て総合的かつ計画的に行政運営を行います。

２ 議会は、行政運営の透明性の向上及び市民の意思の反映のため、議会の権限を最大限に行使して議会活動

を行います。

第９章 広域連携

第１６条 市及び議会は、課題解決の必要に応じて、千葉県及び国と対等な立場で適切な役割分担の下、連携

協力するとともに、相互に共通する課題又は広域的な課題を解決するため、他の市区町村と連携協力します。

第１０章 条例の見直し

第１７条 市長は、社会経済情勢等の変化に対応するため、必要に応じて、この条例を見直すための措置を講じ

ます。

附 則

この条例は、令和４年４月１日から施行する。

浦安市　企画部　企画政策課
〒279-8501 千葉県浦安市猫実一丁目1番 1号
TEL：047-351-1111（代表）
浦安市ホームページ URL　https://www.city.urayasu.lg.jp

お問い合わせ


